
午後6時30分開演（午後6時開場予定）
5 月12 日 (金)
2023年

と
き

入場整理券必要

入場無料

サーティホール
［JR学研都市線住道駅から約500メートル］

と
こ
ろ（大東市立総合文化センター）

映画「破戒」と映画監督が出会った人権
前田和男監督の講演会第１部

映画「破 戒」上映第2部

1000定
員 （要約筆記・手話通訳あり）人

全国水平社創立100周年記念映画製作委員会C

1956年、北海道生まれ。
脚本家・大津皓一氏に師
事。脚本技術を学ぶ。その
後、国際放映、東宝、大映、
東映でテレビドラマの助監
督を務める。1981年（25

歳）、CMで監督デビュー。映像博と呼ばれた1985年の「つくば
科学博」では、4つのパビリオンの演出・プロデュースチームに属
して製作に従事する。特に日本政府館では、日本各地の土着の
文化を掘り起こした大型映像に注目が集まった。以後、劇映画、
CM、ドラマ、大型展示映像、プロモーションビデオ、教育映画の
監督、および、劇画原作などで現在に至る。

前田和男（監督）
プロフィール

［入場整理券配布場所］4月12日（水）から
● ●

●●
● ●
● ●
● で配布

人権室（市役所3階） 総合文化センター2階事務所
生涯学習センター「アクロス」市民体育館

まなび北新 北条人権文化センター
野崎人権文化センター 諸福老人福祉センター
来ぶらり南郷

そ
の
他

映画「破戒」ストーリー

瀬川丑松（間宮祥太朗）は、自分が被差別部落出身ということを
隠して、地元を離れ、ある小学校の教員として奉職する。彼は、
その出自を隠し通すよう、亡くなった父からの強い戒めを受けて
いた。彼は生徒に慕われる良い教師だったが、出自を隠している
ことに悩み、また、差別の現状を体験することで心を乱しつつ
も、下宿先の士族出身の女性・志保（石井杏奈）との恋に心を焦
がしていた。学校では丑松の出自についての疑念も抱かれ始
め、丑松の立場は危ういものになっていく。苦しみのなか丑松
は、被差別部落出身の思想家・猪子蓮太郎（眞島秀和）に傾倒し
ていく。丑松は、「人間はみな等しく尊厳をもつものだ」という
猪子の言葉に強い感動を覚えるが、猪子は演説後、政敵の放っ
た暴漢に襲われる。この事件がきっかけとなり、丑松はある決意
を胸に、教
え子たちが
待つ最後の
教壇へ立と
うとする。

憲法週間記念のつどい 法務省委託事業　ネットワーク大東設立10周年記念事業

主　催 大東市・大東市教育委員会・人権啓発ネットワーク大東
問い合わせ 大東市人権室 072-870 -0441TEL MAIL j_keihatsu@city.daito.lg.jp072 -872 -2268FAX



憲法週間

1947（昭和 22）年５月３日に、現在の「日本国憲法」が施行されました。

基本的人権の尊重、戦争のない平和なくらし、差別のない明るい社会、

憲法についてこの機会に、わたしたち一人ひとりが自身のこととして考えてみませんか？
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